
コラム
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自転車の歴史④ 日本編

ドライジーネ、ミショー型より古い自転車 ?!

世界最古の自転車と言われるドライジーネは 1817
年に製作されました。ペダル式なら 1861 年のミ
ショー型あたりが最古だと言われています。ところが、
それらより 100 年ほど前の 1732 年（亨保 17 年）
に日本で自転車が発明されたと言うのです。
滋賀県の彦根市民会館には、江戸時代の自転車、
新製陸舟奔車（しんせいりくしゅうほんしゃ）の復元
者が展示されています。その名にあるように小さな舟
のような姿、木製の車輪が 3 つ付き、T 字型の取っ
手が付いています。
隣接する彦根市立図書館に収蔵されている古文書

「新製陸舟奔車之記」の写しには、彦根藩藩士の平石
久平次時光（ひらいし・くへいじ・ときみつ）の著で、
自ら制作した新製陸舟奔車の形状や機構が記録され
ています。
新製陸舟奔車之記は大須賀和美氏によって 1983

年の「日本自動車史の資料的研究 第7報」に収録され、
自動車の元祖として考察されています。一方で、梶原
利夫氏が 2003 年の産業考古学会総会で「1728～
1732 年のわが国における自転車の発明」と題し、
自転車として位置付けています。これらの研究を元に
2003 年にテレビ番組内で復元し、番組制作後に寄贈
したものが、市民会館にある復元車となっています。
また、新製陸舟奔車之記には、先立つ 1729 年に
製作された四輪の千里車、それを改良した三輪の陸
船車の概要が記載されています。千里車は現在の埼
玉県本庄市の農民、門弥の発明で、将軍吉宗にも献
上され、これを改良した陸船車は 1930 年に京都竹
本座の見世物として評判になっていました。陸船車の
外観と機構は、当時のカラクリ解説書「拾珎御伽璣訓
蒙鑑草」にも掲載されています。
これらの評判を聞いた久平次は、実物を見る機会
がないまま、独自の創意工夫で新製陸舟奔車を完成さ
せたと言います。千里車と陸船車は、小型の水車に似
た歯車を足で踏んで推進力を得ますが、新製陸舟奔車
はクランク・ペダル方式であり、効率化と小型化に貢
献しました。また、千里車は方向転換ができませんで
したが、陸船車はハンドルを備え、新製陸舟奔車に引
き継がれています。

出典：クリティカル・サイクリング（Critical Cycling）
「世界最古！江戸時代の自転車」より

復元された新製陸舟奔車

古文書「新製陸舟奔車之記」の写し
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第7章  参考資料

（1）都市計画道路の整備状況

・市街地に集中する通過交通の分散化や周辺市町との広域交流・連携を支えるため、都市の
骨格となる幹線道路の整備を進めており、都市計画道路の整備率は令和6年度末（見込み）
で85.3％に達しています。

出典：福岡市道路整備アクションプラン2024

■都市計画道路の整備率

平成13年度 令和6年度末
（見込み）

計画決定延長（㎞） 502.2 506.3

整備済延長（㎞） 304.3 431.9

整備率（％） 60.6 85.3
資料：道路下水道局
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139,145
128,474

53,745
43,649
42,712
35,833
32,981

23,510
22,175
22,000
21,074
15,247
14,586

13,323
11,677
8,923
8,233
8,184
5,148

0 50,000 100,000 150,000 200,000

① 博多（空港線）
② 天神

⑤ 福岡空港
⑥ 西新
⑦ 姪浜

⑩ 中洲川端
赤坂
唐人町
藤崎
東比恵
大濠公園
室見
祇園

貝塚
馬出九大病院前
千代県庁口
呉服町
箱崎宮前
箱崎九大前

空港線

箱崎線

37,107

35,367

24,008

16,789

13,277

12,537

10,915

9,696

9,019

8,334

8,312

7,666

6,389

6,258

5,937

5,104

4,260

2,805

0 50,000 100,000 150,000 200,000

⑨ 天神南
博多（七隈線）

薬院

六本松

福大前

別府

櫛田神社前

渡辺通

七隈

橋本

野芥

薬院大通

次郎丸

賀茂

金山

茶山

桜坂

梅林

七隈線

108,383
14,017
12,762
12,412
10,458
9,262
9,234
6,965
5,853
5,003

1,511
1,499
1,019
892
849
799
756
364

8,258
5,349
4,934
4,490
2,658

0 50,000 100,000 150,000 200,000

④ 博多
吉塚
千早
香椎

福工大前
南福岡
竹下

九産大前
箱崎
笹原

土井
和白
奈多

香椎神宮
舞松原
西戸崎
海ノ中道
雁ノ巣

九大学研都市
姪浜
今宿
周船寺
下山門

鹿児島本線

香椎線

筑肥線

109,641

37,293

35,011

20,625

18,515

14,203

12,540

16,071

6,055

3,926

3,249

3,115

2,726

2,181

2,115

1,205

0 50,000 100,000 150,000 200,000

③ 西鉄福岡（天神）

⑧ 大橋

薬院

井尻

高宮

雑餉隈

西鉄平尾

貝塚

西鉄千早

西鉄香椎

三苫

名島

香椎花園前

香椎宮前

和白

唐の原

天神大牟田線

貝塚線

（2）鉄道の利用状況

・九州旅客鉄道（以下、JR九州）、西日本鉄道（以下、西鉄）、福岡市地下鉄（以下、地下鉄）によっ
て構成される福岡市の鉄道網は、増大する交通需要に対する大量輸送交通機関として大き
な役割を果たしています。
・特に空港線において、乗降客数が多くなっています。
・平成 29 年の北部九州圏パーソントリップ調査では、移動手段として鉄道の利用割合が拡大
しています。（P23参照）

■鉄道の乗降客数
　●地下鉄

　●西鉄 　●JR九州

単位は（人 /日）
①～⑩：乗降客数の多い駅の順位

資料：令和5年版福岡市統計書、JR 九州
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（3）都心の自転車利用圏

・「P24④移動距離の分担率」によると、5km 以内の移動では公共交通機関より自転車の分
担率が高くなっています。また、「P25⑤自転車の交通量」は、都心部 （天神・博多駅地区）
が多いことから、天神・博多駅地区から半径 5km 圏内の地域を「都心の自転車利用圏」
として設定します。

（4）都心の自転車利用圏の人口

・都心の自転車利用圏内に居住している人口は全体の 50.0％、世帯数は 56.0％を占めて
います。

・福岡市の20代人口のうち、59.3％は都心の自転車利用圏内に居住しています。
・福岡市は自転車を比較的よく利用する20代、30代が都心近くに多く居住している都市です。

■自転車利用圏人口・世帯数

■福岡市の年代別人口

資料：令和2年国勢調査

資料：令和2年国勢調査

50.0%

56.0%

50.0%

44.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人口

世帯

5㎞圏内 5㎞圏外

61.2
(44.8)

61.9
(43.4)

115.9
(59.3)

114.5
(55.5)

120.3
(50.6)

97.1
(50.1)

76.1
(45.5)

136.2
(53.7)

75.3
(55.2)

80.5
(56.6)

79.7
(40.7)

91.9
(44.5)

117.3
(49.4)

96.5
(49.9)

91.1
(54.5)

117.5
(46.3)

＜136.6＞

＜142.4＞

＜195.6＞

＜206.4＞

＜237.6＞

＜193.6＞

＜167.2＞

＜253.7＞

0.0 100.0 200.0 300.0 （千人）

0～9歳

10～19歳

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

5㎞圏内 5㎞圏外

＜＞は合計

※（　）の数字は各年代人口に対する自転車利用圏内に居住する人口の割合を示す
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（5）天神・博多駅周辺地区への自転車分担率の変化

・天神・博多駅周辺地区へ向かう自転車トリップ数について、平成 17 年と平成 29 年を比
べると、天神地区は約 6,000トリップ減少、博多駅周辺地区は約 5,000トリップ増加して
おり、天神地区よりも博多駅周辺地区へのトリップ数の方が多くなっています。

・博多駅周辺地区においては、5km 以上離れた場所でも自転車の分担率が 15% 以上の地
域が見られます。

■天神地区への自転車分担率の変化

(分担率％)
15以上
10～15未満
5～10未満
5未満

西区

東区

南区

城南区

中央区

博多区

早良区

天神から約5㎞

(分担率％)
15以上
10～15未満
5～10未満
5未満

西区

東区

南区

城南区

中央区

博多区

早良区

平成 17年 平成 29年自転車利用割合：8.2%
集中量：30,286トリップエンド

自転車利用割合：7.0%
集中量：24,209トリップエンド

■博多駅周辺地区への自転車分担率の変化

(分担率％)
15以上
10～15未満
5～10未満
5未満

西区

東区

南区

城南区

中央区

博多区

早良区

博多駅から約5㎞

(分担率％)
15以上
10～15未満
5～10未満
5未満

西区

東区

南区

城南区

中央区

博多区

早良区

平成 17年 平成 29年自転車利用割合：8.8%
集中量：21,625トリップエンド

自転車利用割合：10.5%
集中量：26,243トリップエンド

資料：北部九州圏パーソントリップ調査
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（6）主要駅までの自転車利用数の変化

・主要駅までの自転車の分担率をみると、都心部（西鉄福岡（天神）・JR 博多）の自転車分
担率は低くなっており、姪浜や橋本では自転車の分担率が比較的高くなっています。

H17 H29

全トリップ数 30,648 36,658

自転車トリップ数 2,115 1,962

自転車分担率 6.9% 5.4%

西新

姪浜姪浜

橋本橋本
野芥野芥 大橋大橋

西新西新 JR博多JR博多

JR香椎JR香椎

福岡空港福岡空港西鉄福岡（天神）西鉄福岡（天神）

藤崎藤崎

H17 H29

全トリップ数 35,781 41,513

自転車トリップ数 6,727 6,450

自転車分担率 18.8% 15.5%

姪浜

H17 H29

全トリップ数 20,646 22,634

自転車トリップ数 1,796 2,527

自転車分担率 8.7% 11.2%

藤崎

H17 H29

全トリップ数 2,376 5,982

自転車トリップ数 718 2,053

自転車分担率 30.2% 34.3%

橋本

H17 H29

全トリップ数 22,495 19,031

自転車トリップ数 1,417 1,504

自転車分担率 6.3% 7.9%

香椎

H17 H29

全トリップ数 3,818 7,162

自転車トリップ数 783 567

自転車分担率 20.5% 7.9%

野芥

H17 H29

全トリップ数 107,713 78,268

自転車トリップ数 1,293 799

自転車分担率 1.2% 1.0%

西鉄福岡（天神）

H17 H29

全トリップ数 38,522 36,335

自転車トリップ数 3,737 3,964

自転車分担率 9.7% 10.9%

大橋

H17 H29

全トリップ数 131,080 157,934

自転車トリップ数 3,408 3,051

自転車分担率 2.6% 1.9%

JR 博多

H17 H29

全トリップ数 16,393 18,199

自転車トリップ数 1,082 1,111

自転車分担率 6.6% 6.1%

福岡空港

資料：北部九州圏パーソントリップ調査
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H17 H29

全トリップ数 38,522 36,335

自転車トリップ数 3,737 3,964

自転車分担率 9.7% 10.9%

大橋

H17 H29

全トリップ数 131,080 157,934

自転車トリップ数 3,408 3,051

自転車分担率 2.6% 1.9%

JR 博多

H17 H29

全トリップ数 16,393 18,199

自転車トリップ数 1,082 1,111

自転車分担率 6.6% 6.1%

福岡空港

資料：北部九州圏パーソントリップ調査

第

7
章

参
考
資
料

福岡市自転車活用推進計画 97

（7）自転車事故の状況

①曜日別自転車関連事故件数

・曜日別の自転車事故件数をみると、水曜日が最も多くなっています。また、土日よりも平日
に事故が多く発生しています。

②時間帯別自転車関連事故件数

・時間帯別の自転車事故件数をみると、通勤・通学時間帯である 8～ 10 時が最も多く、次
に帰宅時間である16～ 18時、18～ 20時の事故が多くなっています。

③年齢別自転車関連事故件数

・年齢別にみると、15～ 19 歳、30～ 49 歳の事故が多くなっており、通勤・通学で自転
車を利用する人の事故が多いと考えられます。
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64

32
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300

（件）

資料：福岡市市民局「令和6年福岡市の交通事故」
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資料：福岡市市民局「令和6年福岡市の交通事故」

資料：福岡市市民局「令和6年福岡市の交通事故」
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（8）自転車通行空間の整備状況

①自転車通行空間整備状況図

・市内では平成 14 年度から令和 6 年度末までに延べ 152.0 ㎞（市管理道路のみ）の自転車
通行空間を整備しています。

自転車通行空間整備状況図（整備形態別）

自転車道
自転車通行帯
車道内共存
車道混在
歩道内（物理的分離）
歩道内（視覚的分離）

〇自転車通行帯の整備例 〇車道内共存の整備例 〇車道混在の整備例

市道博多駅前線 市道城浜名島線 市道西新通線
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自転車歩行者道 車道 自転車歩行者道 車道

道路標示
（交通規制）路面表示

（法定外表示）

道路標示
（交通規制）

歩道 車道 歩道 車道

歩道 自転車

車道

歩道 自転車
通行帯 通行帯

歩道 自転車道 車道 歩道 自転車道 車道

縁石・柵などの
工作物による区画

■自転車道 0.0㎞

■自転車通行帯 24.1㎞

　 

■車道内共存・車道混在（矢羽根） 56.1㎞

■自転車歩行者道（歩道内分離）  71.8㎞

整備延長合計：152.0㎞

国道202号（西区拾六町）

空港通り（博多区東光２丁目）

西新通線（早良区百道浜1丁目）

那の津通り（中央区舞鶴1丁目）

（市管理道路のみ）

●整備形態別整備延長（令和6年度末）
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（9）市営駐輪場の整備状況

①福岡市内の駐輪場位置図

・市ではこれまで、鉄道駅や都心部などにおいて、駐輪需要に応じた整備を進めてきました。

・平成 16 年度に七隈線開業にあわせて整備した駐輪場などが一斉に更新期を迎えようとし
ており、計画的な更新が必要となってきています。

・近年は、都心部の開発による民間駐輪場の整備に伴う周辺の路上駐輪場の撤去などによっ
て減少傾向にあり、令和 7 年 3 月末までに官民共同駐輪場を含め 143 か所・収容台数 
51,511台の駐輪場を設置しています。（市営駐輪場：132か所、官民共同駐輪場：11か所）
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②市営及び官民共同駐輪場の収容台数・箇所数

（10）民間駐輪場の整備状況

①福岡市の附置義務駐輪場の推移

・附置義務駐輪場については、昭和 57 年に「福岡市自転車等駐車場の附置及び建設奨励に
関する条例（附置義務条例）」を定め、令和 7 年 3 月末までに 735 か所、収容台数約 6
万 4千台が整備されています。

・都心部においては、官民連携し、天神ビッグバンや博多コネクティッドによる民間施設建替
え時に附置義務台数以上の駐輪場整備を促進しています。

2,213 6,125 5,689 5,098 4,933 4,828 4,110 4,055

36,404
46,035

46,938
47,492

47,552
47,529

47,610
48,391

38,617

52,160
52,627

52,590
52,485

52,357
51,720

52,446

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

H13 H29 H30 R元 R2 R3 R4 R5

路上駐輪場 路外駐輪場
（台）

（年度）R6

資料：道路下水道局

※令和7年 3月末時点

資料：道路下水道局

有料 無料 合計

箇所数 100 43 143

収容台数 41,904 9,607 51,511

42,041 42,846
43,672
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47,691 48,411
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（11）放置自転車の撤去状況

①年度別自転車の放置台数の状況（2章の再掲）

・福岡市の放置自転車の台数は、市民の皆様のご理解もあり、平成13年のピークを境に年々
減少しています。

・自転車の撤去数も、定期的な撤去の実施により、令和2年以降大きく減少しています。

②年度別自転車撤去台数と返還台数（2章の再掲）

資料：自転車等駐車実態調査（道路下水道局）
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1,207 1,376 742

1,473
1,118 1,134 904

361 385 452 270 613
314

231 103 84
46

29

13 16 9

33.8%
32.9%

31.6%

28.0%

22.9%

21.4%

17.5% 17.3%

15.6%
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資料：道路下水道局
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（参考）
自転車放置禁止区域内では即日撤去、
域外では3日経過後に撤去できる。

③自転車放置禁止区域（47地区）　令和7年 3月末時点

（地下鉄櫛田神社前駅周辺地区含む）

西鉄桜並木駅周辺地区
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■外国人入国者数の推移

資料：福岡市経済の概況

（12）外国人入国者数の推移

・福岡市を訪れる観光客や外国人入国者は、新型コロナウイルス感染症の影響により、令和
2年度以降大きく減少していましたが、徐々に交流人口が回復しつつあります。
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■外国人入国者数の推移

資料：福岡市経済の概況
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■委員・行政アドバイザー

氏名 所属・役職等

委　

員

1 伊賀上　恵　子 公益財団法人　福岡観光コンベンションビューロー　事務局長

2

福岡市PTA協議会　副会長3 榊　　　淳　英

佐　藤　信　哉 株式会社　VCドリームス　代表取締役（VC福岡　監督）

4 松　永　千　晶（座長） 福岡女子大学　国際文理学部　環境科学科　准教授

5 吉　中　美保子

6 栗　田　耕一郎 国土交通省九州地方整備局　福岡国道事務所　交通対策課長

西日本鉄道株式会社　まちづくり・交通・観光推進部長

行
政
ア
ド
バ
イ
ザ

7 古　城　彰　義 福岡県警察本部　交通部　交通規制課長

8 中　山　隆　裕 福岡県警察本部　交通部　交通企画課長

9 松　岡　　　淳 福岡市　住宅都市局　都市計画部長

10 鷲　頭　史　典 福岡市　市民局　生活安全部長

開催年月日 主な検討内容

【第1回検討委員会】

令和6年 8月 8日

（1）現在の福岡市自転車活用推進計画の振返り

（2）福岡市の自転車を取巻く状況

（3）新しい福岡市自転車活用推進計画の策定について

【第2回検討委員会】

令和6年 10月 24日

（1）策定までのスケジュールについて

（2）上位計画や関連計画の検討状況について

（3）第 1回委員会の振り返りについて

（4）福岡市自転車活用推進計画の取組みについて

（5）福岡市自転車活用推進計画の構成について

【第3回検討委員会】

令和7年 2月 14日

（1）策定までのスケジュールについて

（2）上位計画や関連計画の検討状況について

（3）第 2回委員会の振り返りについて

（4）福岡市自転車活用推進計画（原案）について

■福岡市自転車活用推進計画策定に関する協議

（13）福岡市自転車活用推進計画検討委員会

（五十音順、敬称略）
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意見募集の期間 令和7年 2月 20日（木）～令和7年 3月 21日（金）

意見の提出方法 電子メール、郵送、FAX、持参

周知方法
及び

閲覧・配布場所等

（周知方法）
　市ホームページ、市政だより
（閲覧・配布場所等）
　・各区情報コーナー、入部出張所、西部出張所
　・市役所（情報プラザ、情報公開室、自転車課）
　・市ホームページ

電子メール 郵送 FAX 持参 合計

16 1 0 1 18

項目 意見数

第0章　自転車について知ろう！ 4件

第 1章　自転車活用推進計画とは？ 0件

第 2章　自転車利用の現状 5件

第 3章　これまでの自転車関連の取組みと課題 8件

第 4章　計画策定の考え方 1件

第 5章　各施策の具体的な取組み 46件

「はしる」自転車通行環境の創出 13件

「とめる」駐輪環境の整備 9件

「まもる」自転車利用の適正化 16件

「いかす」自転車の活用 8件

第 6章　計画の推進 1件

その他 2件

意見数

①修正：意見の趣旨に基づく原案の修正を行うもの 5件

②記載あり：意見の趣旨が原案に記載されているもの 26件

③原案どおり：意見の趣旨に基づく原案の修正を行わないもの 36件

（14）市民意見募集

（1）市民意見募集の実施概要

　福岡市自転車活用推進計画の原案に対する市民意見募集を実施しました。

（2）意見の提出状況

　提出数：18通（意見数：67件）

（3）意見の内訳

（4）反映状況
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用語 解説・説明

あ
行

ICT
（Information &
Communications 
Technology）

SDGs
（Sustainable 

Development Goals）

エリアマネジメント団体

か
行

キャッシュレス決済

二次元コード決済

健康寿命

さ
行

サイクルツーリズム

サイン

シェアサイクル

自転車

自転車通行空間

自転車通行帯

自転車道

自転車歩行者道

「情報通信技術」の略である。 インターネット上でデータの保管等のアウト
ソーシングを受け、データ等を保管・管理するサービス。

「誰一人取り残さない」社会の実現を目指して、経済・社会・環境をめぐる
広範な課題に統合的に取り組むために、平成 27（2015）年の国連サミッ
トで採択された国際社会全体の持続可能な開発目標。

利用者が目的地まで円滑に移動できるように現在地や施設の位置をわかり
やすく伝えたり、利用者が公共施設などを円滑に利用できるよう、それぞ
れの使用方法や内容を伝えるもの。

道路構造令第 2 条第 1 項第 15 項に規定される、自転車を安全かつ円滑
に通行させるために設けられる帯状の車道の部分をいう。なお、道路交通
法上は普通自転車専用通行帯として扱われる。

道路構造令第 2 条第 1 項第 3 項に規定される、専ら自転車及び歩行者の通
行の用に供するために、縁石線または柵その他これに類する工作物により区
画して設けられる道路の部分をいう。なお、道路交通法上は自転車歩行者道
という定義はなく、歩道として扱われる。

自転車の路肩通行時の安全性を向上させ、かつ、自動車との並走を可能にす
るため、路肩に一定の幅員を確保し、路面表示（矢羽根等）することで自転
車が通行する空間であることを視覚的に示した帯状の車道の部分をいう。

路面標示（矢羽根等）により自転車の通行位置と方向を明示して自転車の安
全な通行を促すもの。自転車利用者だけでなく、自動車ドライバーに対して
も車道上の自転車通行位置を知らせる効果もある。

道路構造令第 2 条第 1 項第 2 号に規定される、専ら自転車の通行の用に供
するために、縁石線または柵その他これに類する工作物により区画して設け
られる道路の部分をいう。なお、道路交通法上も自転車道として扱われる。

自転車の安全で適正な利用を促進するため、縁石や柵、着色等により、歩
行者や自動車等と分離された、自転車が通行するための空間。

自転車を共同利用する交通システムで、特にコミュニティサイクルは多数
の自転車を都市内の各所に配置し、利用者はどこの拠点（ポート）からで
も借り出して、好きなポートで返却ができる新たな都市交通手段。

健康上の問題で日常生活が制限されることなく生活できる期間。

道路交通法第 2条第 1 項第 11 号の 2 に規定する自転車をいう。

二次元コードをスマートフォン等のカメラで読み取って支払いをする決済
方法。

地域・企業などが会員となって、魅力的なイベント、回遊性向上や来街者
のおもてなし、まちの美化、防犯・防災活動などのまちづくり活動を実施。

国内外からの旅行者に対する新たな体験型観光として、サイクリングと観
光を組み合わせたもの。

クレジットカード、電子マネー、二次元コードをスマートフォンで読み取る
など、現金を使用せずに支払決済を行うこと。

車道内共存

車道混在

（15）用語解説

順走率 車道部において、正しい方向（車道左側）を通行している自転車の割合。
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用語 解説・説明

た
行

チャリエンタウン

代表交通手段

ＴＳマーク

天神ビッグバン

都市計画道路

都心部機能更新誘導方策

特定小型原動機付自転車

トリップ・
トリップエンド

は
行

博多コネクティッド

発生集中量

パーソントリップ調査
（北部九州圏パーソントリ

ップ調査）

ビッグデータ

附置義務駐輪場

パーソントリップ調査において、同じ目的で複数の交通手段を利用した場
合の主な交通手段。
第 5回近畿圏パーソントリップ調査での優先順位は、航空機・船舶、鉄道、
バス、乗用車、自動二輪・原付、自転車、徒歩の順となっている。

福岡市の放置自転車ゼロを目指す「放置サイクル ZERO 宣言！」キャンペー
ンの情報サイト。市内の駐輪場マップ、撤去された自転車の保管場所、自
転車利用に関するマナーなどが掲載されている。（https://www.charian-
gels.com/）

民間の力を引き出しながら、都心部の機能更新と魅力を高めるためのまち
づくり制度の運用基準。従来の公開空地評価に加え、国際競争力・感染症
対応、環境、魅力、安全安心、共働をキーワードとしたまちづくりの取組
みに応じて容積率を緩和する制度。

人がある目的をもって、ある地点からある地点へ移動したとき、1 トリッ
プが発生したという。1 回の移動で複数の交通手段を使っても、全体を 1
トリップで数える。また、1トリップの起点及び終点をトリップエンドという。

原動機付自転車のうち、外部電源により供給される電気を動力源とするも
のであって、以下の要件をすべて満たすもの。
・原動機の定格出力が 0.60 キロワット以下であること
・長さ1.9メートル以下、幅 0.6メートル以下であること
・最高速度が 20 キロメートル毎時以下であること

交通の主体である人（パーソン）の 1 日の動き（トリップ）を把握するこ
とを目的とした調査。人がどこからどこへ、どのような目的で動いている
のか。その時の交通手段は何か等が把握できる。福岡県の大半に佐賀県の
一部を加えた地域で実施されたパーソントリップ調査を北部九州圏パーソ
ントリップ調査と呼ぶ。

福岡市では、昭和 57 年に制定した「福岡市自転車等駐車場の附置及び建
設奨励に関する条例」に基づき、都市計画法第８条第１項第１号に規定す
る商業・近隣商業地域において、小売店舗、銀行、遊戯場、専修学校等、
事務所、飲食店、カラオケボックス、レンタルビデオ店などの新築及び増
築等をする場合には、施設の規模に応じて、自転車駐車場を当該施設若し
くはその敷地内に設置することを義務付けている。

ボリュームが膨大でかつ構造が複雑であるが、そのデータ間の関係性など
を分析することで新たな価値を生み出す可能性のあるデータ群のこと。例
えば、ソーシャルメディア内のテキストデータ・画像、携帯電話・スマートフォ
ンが発信する位置情報、時々刻々と生成されるセンサーデータなどがある。

自転車安全整備士が点検確認した普通自転車に貼付されるもので、この
マークには賠償責任保険と傷害保険等が付いている。

規制緩和などを活用して民間ビルの建替えを促進することで、天神地区に
新たな空間と雇用を創出するプロジェクト。

都市交通の円滑化を図るとともに、都市の骨格形成や貴重な都市空間を創
出するための施設であり、都市計画法に基づき都市計画決定された道路。

航空法の高さ制限緩和や市独自の規制緩和による民間ビルの建替え促進な
どにより、新たな空間と雇用を創出するプロジェクトの総称。

ある地域内に出発地または到着地を持つ人の移動の合計で「トリップエン
ド」を集計したもの。
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分担率

放置禁止区域

用語 解説・説明

は
行

ら
行

全体のトリップに対するある交通手段を利用したトリップの割合をその交通
手段の分担率という。

路肩
道路の主要構造部を保護し、または車道の効用を保つために、車道、歩道、自
転車道または自転車歩行者道に接続して設けられる帯状の道路の部分をいう。

公共の場所のうち「福岡市自転車の放置防止に関する条例」の規定に基づ
き指定された、放置自転車を即時撤去できる区域。令和 7年 3月末時点で、
福岡市では 47 地区が放置禁止区域に指定されている。

歩道
道路構造令第 2 条第 1 項第 1 号に規定される、専ら歩行者の通行の用に
供するために、縁石線または柵その他これに類する工作物により区画して
設けられる道路の部分をいう。なお、道路交通法上も、歩道として扱われる。

矢羽根
自転車利用者が車道の左側を安全・快適に走行できるように、車道の路面
上に、走る場所と方向を示したもの。自転車利用者だけでなく、自動車ドラ
イバーに対しても、車道上の自転車通行位置を知らせる法定外の路面表示。

福岡県広域
サイクリングルート

普通自転車

県内におけるサイクリストの周遊を促し、各地域での観光消費の拡大を目
指すことを目的に設定した、本県における推奨ルート。
国、県、市町村、観光協会、民間事業者等から組織される、「福岡県サイ
クルツーリズム推進協議会」において設定したもので、複数の市町村を跨
ぐルートを、県内に全 10 ルート設定している。

一般に使用されている自転車で、車体の大きさ及び構造が内閣府令で定め
る基準に適合する自転車で他の車両をけん引していないもの。
内閣府令
車体の大きさ
・長さ　190 センチメートル以内
・幅　60 センチメートル以内

車体の構造
・4輪以下であること。
・側車をつけていないこと。（補助輪は除く）
・運転者以外の乗車装置を備えていないこと。（幼児用乗車装置を除く）
・ブレーキが、走行中容易に操作できる位置にあること。
・歩行者に危害を及ぼすおそれがある鋭利な突出部がないこと。

放置自転車

駐輪場以外の道路、公園、駅前広場などの公共の場所に置かれている自転
車であって、当該自転車の利用者（または所有者）が当該自転車を離れて
直ちに移動することができない状態にあるもの。自転車が置かれている時
間の長短に関係なく、前述の状態に当てはまれば放置自転車と認定される。

放置率 乗入台数（放置台数と駐輪台数の合計）に占める放置台数の割合

や
行
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SDGｓ（Sustainable Development Goals）とは、「誰一人取り残さない持続可能な社会」
を実現するために、2015 年の国連サミットで採択された、2030 年を期限とする 17 の国
際目標です。
福岡市では、総合計画に基づく各施策の着実な推進により、ＳＤＧｓの達成に取り組んでい

ます。
道路下水道局においても、自転車活用を総合的に進めていくため、「福岡市自転車活用推
進計画」に基づく施策において、ＳＤＧｓの達成に取り組んでいきます。

SDGｓ達成のための取組み




